
（ポテンシャル） （課題）

（交通）
・自動車への過度な依存により公共交通の利用が減少傾向にあり、交通渋滞が慢性化している
→県・市において「自動車１割削減、公共交通２倍、渋滞半減」をキーワードに「道路」、「公共交通」の
面から、短期、中期、⾧期の対策に取り組む

・「熊本都市圏都市交通マスタープラン」、「地域公共交通計画」、「自転車活用推進計画」、「まちなか駐車場適正化計画」など重要な
計画が令和７年度(2025年度)、令和８年度(2026年度)に改定予定
→庁舎周辺まちづくりプラン(仮称)策定にあたり連携整合を図る
・電車通り沿いの電停・バス停は利用者が多く、２つの核が交通結節点も担う
・駐車場が広く点在しており、需要に対し必要量が確保されていると考えられる（令和元年調査時点、令和７年調査中）
（歩行者ネットワーク）
・市民、観光客ともに、２核３モールが回遊の主軸。観光客は熊本城への回遊が顕著。下通に対して上通の通行量が少ない
・同一路線でも日中と夜間では通行量が変化。下通周辺や上乃裏通りなどは夕方以降に通行量が増加
・花畑・桜町エリアから中心商店街までの電車通りの横断のうち、サンロード新市街前の交差点が主となる地下通路は地上横断の約１割
で利用は少なく、歩道橋は平面横断の３割程度
・熊本城側から中心商店街側を見た場合、電車通り沿いに中高層ビルが連続し、空間の抜けが少ないこと、低層階に商業用途が少ない
こと等から、ビル群の後背部（中心商店街など）の賑わいが見えにくい

【プラン対象エリアの現況】

【まちづくりの論点】
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